



























たとえば、 asour appleは、 sourという語がappleを修飾しているが、これを非常に不格好



















a) He has three children.!._ who are linguists. 



































































































































































































































[+ N] 名詞 [-Additive] 非付加名詞
[ + Additive] 付加名調 [ -Relative] 非相対名詞





































































































































そーの 1-J、寺林秀夫 (1977a)I同 そーの 2-J、寺村秀夫(1977b)I同 そーの3-J、寺村秀



































































































































































~ 一 動的 。 × 
場所 。 。
~ア 手段・道具・原因 。 × 
範囲・基準 × × 」
~ヘ 。 × 
~カラ ム × 
~マデ・マデニ × × 
相棒 。 × 
~ト 連れ × × 
~ヨリ × × 
ノ 性質・消息 。 。

























































陳述度 2 3 4 5 
動詞現在形 ~ラシイ ~ダ ていねい体 終助詞
動詞過去形 ~ダロウ ~ノダ














































































































































































































































































































がついて主語である。これを、井上 (1976)は、関係節 (R)の主語が主節 (M)の主語になっ






























キ各 代用表現の有無 単文からの関係節化 文主語からの関係節化 関係節からの関係節化
有 × つ 。
主格
鉦 。 。 。
有 × ワ × 
直接目的格
鑑 。 。 × 
有 つ つ つ
間接目的格
金正 。 。 × 
有 ? 。 。
位置格(に)
鉦 。 。 × 
有 つ 。 ワ
位置格(を)
鉦 。 。 × 
有 。 。 つ
目的格(へ)
鉦 。 。 × 
有 。 。 × 
位置格(で)
鉦 。 × × 
有 × 。 × 
助格
鉦 。 × × 
有 。 。 × 
基準格
鉦 。 × × 
有 。 。 × 
奪格
鉦 。 × × 
有 。 。
起点格

















































の 単文からの 文主語からの 関係節からの
有 生正 関係節化 関係節化 関係節化
王 キ各 金正 。 。 。
直接目的格 鑑 。 。 × 
間接目的格 鉦 。 。 × 
|位置格(に) 鉦 。 。 × 
? ??
日本語関連節の成立要件(1)
位置格(を) 鉦 。 。 × 
目的格(へ) 鉦 。 。 × 
位置格(で) 鉦 。 × × 
助 格 鉦 。 × × 
基準格 鉦 。 × × 
奪 格 鉦 。 × × 
所有格 金正 。 × 
起点格 金正 × × 
随 格 鉦 × × 
理由格 鉦 C × 


































































































































































れる構造を日本語に当てはめて、 [NPCP NP]という付加構造を想定する分析を棄却し、 [NP
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